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自己評価及び外部評価結果

事業所番号 ２６９４０００２９６

法人名 社会福祉法人 京都市社会福祉協議会

事業所名 グループホームかたぎはら

　　　　　

３階

所在地 京都市西京区樫原百々ケ池３１番地「８

　

西京ふれあい地域福祉センター内

自己評価作成日 令和３年２月２１日
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日

基本情報史

Ｖ，サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

　

※項目線１～５５で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

　　　

項

　　

目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
５６

　

を掴んでいる

　

（参考項目：２３，２４，２５）

　

利用者と職員が～一緒にゆったりと過ごす場面
５７ がある

（参考項目：１８，３８）

５８手琴用考蔑
ま
目署おひとりのペースで暮らしている

５９
職員が支援することで生き生きした
ぐみられている
：３６，３７）

戸外の行きたいところへ出かけてい
６０

　

（参考項目：４９）

　

利用者は、健康管理や医療面～安全面で不安な
６１ く過ごせている

〔参考項目：３０，３１）

組

　

み

　

の

　

成

　

果
↓該当するものに○印

　　　　

項

　　

目

６３

　

ている

　

（参考項目：９，ｌｏ，１９）

６４

６５

・の場やグループホームに馴染みの人や地
人々が訪ねて来ている
項目：２，２０）

て、
たり深まり～事業所
ている

６６穆馨員著ま鐘自警羊精子働けている

　

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
６７ 足していると思う

　

職員から見て、利用者の家族等
６８

　

おむね満足していると思う

　　

取

　

り

　

組

　

み

　

の 果
↓該当するものにＯＥＤ

１・
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【評価機関概要（言平価機関記入）】
評価機関名 一般社団法人京都ボランティア協会

　　　　　　　

１

　　

所在地

　　　

〒６００‐８１２７

　

京都市下京区西木屋町通上ノロ上る梅湊町３８‐１「ひと・まち交流館京都」ＩＦ

　

訪問調査日

　　

令矛ロ４年３月２３日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】
開所３年目になり、安定した職員体制の中‐かたぎはら理念「笑顔とぬくもりを大切に寄り添いながらそ
の人らしいくらしを支えます」の理念をもとに入居者と職員が支えあう事を実践している。また～今年度
から看護師も新たに配置され、多職種での連携を図り～少しでも入居者のニーズに応えられるように努

　　

い

　　　　

々の

　　

からだＥ

　

でなく △言・禾□会・内。研窃

　

通して入居者を理解し、介護の質

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
グルー

　

ホームかたぎはらは、社会福祉法人京都市社会福祉協議会の傘下として平成３１年３月に開
設されました。現在の入居者数１８名、平均年齢８８．４歳、平均介護度２．６５です。職員体制は慕い、職員
数は充足しています。職員は「日々の振り返りの時間」で、理念に添った介護や利用者の意思決定を大

　　　

－

　　

－

　　　

、

　　

ｒ｛ｒ「

　　　　　　　　　　

、・

　

ｏ

　　　

ｉ枝 メド

　　　　

号

　　　　　

、

　　　　　　

．□

　　　　　　　　　　　　　

イ

　　　　　　

ーているかなど、介護内容を検証しています。職
ぴと過ごされています」 と話されています。コ

”されています。開設から３年間で３名の看取りをおこ

、勉強会で学び合い実践につなげています。経験を踏

、利

６２
～その時々の状況や要望‘
より、安心して暮らせている
目：２８）



京都府 グループホームかたぎはら

　

３階

自己評価および外部評価結果

２
ｉ
Ｑ
際 饗難渋議１瀦交流－細な一難雛 墨 鴎 鰯 嗣露



自
己

外
部

項

　　

目
自己評価 外部評函

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

６ （５） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる 所内での研修委員会により身体拘束につい

ての研修も行っており‐理解を深めている。
日中は玄関は開錠している。

「身体拘束適正化委員会」は、運営推進会議
内でおこなっている。研修は研修委員会が事
業所内研修に組み込み実施している。また
「虐待チェックシート」で自己検証もおこなっ
て‐集言孫古巣をナ＝しｒ－桧計しており、毎年の
実施を予定している。車椅子は移動手段で
あること、「ちょっと待って」は使用しないなど
統一している。玄関、ユニット共に昼間は施
錠しておらず、職員の見守りの中で利用者は
過ごしている。

７ ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

研修委員会によって 虐待についての理解
を深め、防止に努めている。不適切ケアに
ついても検討している。

８
－・●－▲＝－” 徽９る制度の理解と活用しぞ蟹 ＝
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち 個々の必要
性を関係者と話し合い～それらを活用できるよう支
援している

学ぶ機会は持てていない。

９

（６）

０契約に関する説明と納得
契約の締結 解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

入居前、契約時、制度改正の際には十分な
説明を行った上で不安や疑問点を聞き取
り、理解再納得に努めている。

１用

　

や家 矢からの強要望は～ケース記録ｌｏ （６）
利用者や家族等が意見 要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け～それらを運営
に反映させている

利用者‘家族とは関わりの中で意見要望を
聞き、反映できるように努めている。毎年
ユ

　

ザ

　

アンケートを実施し、結果を伝えて
いる。

と業務日誌に記録し申し送っている。利用者
から「選挙に行きたい」との申し出があり、車
椅子で職員が同行しており、家族から感謝の
言葉がある。また、食に対する希望は誕生日
メニューで提供している。リビングのソファで
横になる方もおられ「みんなと一緒にいたい」
との思いを尊重している。毎月、担当介護士
は利用者の状況を、手紙と写真で家族に報
告している。広報紙（年４回発行）も送付して
いる。

グノ

喜 舗

　　　　　

項

　

目 実践状況

２月Ｏ



３月Ｏ

項

　　

目
自己評価

　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　

外部評薗

○運営に関する職員意見の反映
・℃表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
宴案を聞〈機会を設け 反映させている

　　　　　　　　　　　　　　　　

職員は身体拘束適正化委員会、リスクマネ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ジメント委員会、感染症委員会、内部研修委

　　　　　　　　　　　　　　　　

員会などで活動している。特に研修は外部砂

　　　　　　　　　　　　　　　　

修を含め、職員は向上心を持ち臨んでいる。
職員の意見や提案はフロアー会議や職員ヒ 職員からは購入物品（掃除機、コーヒーポッ
アリング等で聞く機会が設けられている。

　

ト、レクリエーションでの使用物品）などの要

　　　　　　　　　　　　　　　　

望があり対応している。管理者は年１回、職

　　　　　　　　　　　　　　　　

員と面談し意向を聞き取り助言をおこなって

　　　　　　　　　　　　　　　　

いる。全体会議を実施しているが、各ユニット

　　　　　　　　　　　　　　　　

ごとの会議は実施できていない。

ユニットごとの会議をおこなってはどう
か。ユニットごとに利用者状況の違
い、職員の思いや課題」決罰して
サービスを提供されることを期待す
る。

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
泰状況を把握し、給与水準、労働時間～やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

人事考課や職員ヒアリング等で実績や勤務
状況を把握、また賞袖堺侍文炎．：．；；もあ
り 職場環境 条件の整備に努めている。

１３ ０職員を育てる取り組み
代表者は～管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握しＪ去人内外の研修を受ける機会
の確保や～働きながらトレーニングしていくことを
進めている

研修の費用負担のほか 実践者研修・新人
研修・外部研修の参加等もあり、研修の機
会を確保し、職員育成に努めている。新人
職員に対するＯＪＴ制度～ＯＪＴ担当職員の研
修も実施している。

寄

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く又豆組みをしている
ｉ圏鴎証玉ａｌｉｉ目閤ｉＥ額ｉｉ彊橿ぼ国琵
コ初期に築〈本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

居住系会議への参加 法人内会議への参
加（市域生活相談員会議・市域ＣＷ会議・ブ
ロックＣＷ会議）

入居前の初回面接時のアセスメントで聞き
取り等は出来ている。

１６ Ｃ初期ｒ－築く．ガニキレの１戸 －－－－禾
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと 要望等に耳を傾けながら 関係
づくりに努めている

家族にも入居前の初回面接時のアセスメン
トで聞き取り等は出来ている。

○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

入居前の面談等で聞き取りを行い、入所判
止

　

“

　　

｛

　

日士語胎

　

対応に努めている。
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項 目

　　　　　　　

轟尋頚

　　　

，

　　

実 蹴

　　

外部ニー‘羊 卿 耐 プ，‘ 中期徽 、内容

曇臓 器認識裟嚢・ず慰謝離縁雲曝露島

　　　　　　

／ ／

１９ ０本人を共に支えあう家族との関係

醍霧綴瀦認響鰍一驚憲翻 欝謁えていく関係を築いている

２０ （８） ○馴染みの人や場との関係継続の文援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以前はおこなっていた息子さんと行きつけの

　

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理髪店に通う‐通所していたデイサービスを

　

所との関係が途切れないよう、支援に努めている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

訪れる、昔の職場を見に行くなどコロナ禍で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は自粛している。家族とともに昼食や身内の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鰹壷誓調製謝 璽幸甚名義潜るぁ 窪泰男のイ穆
出題諸露呈謝や雲雀 趣

の
味
面
の
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

編 み 物 や 生 け 花～日記を毎日書く、ジグソー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パズルなどの楽しみはレクリエーションで支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

援している。娘さんより、毎月 生花が届く方が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おられ、日々水の交換をされている。

２１ ○利用者同士の関係の支援

霜鰯鰯熱して鍔禦１畠澱 廓謝覇
支援に努めている

２２

珊

　

○関係を断ち切らない取組み

　

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関

　

現状、サービス終了後の相談は無いが、終

　

係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族

　

了後も関係を大切にし、必要があれば相談

　

の経過をフォロー」 相談や支援に努めている

　　

やフォローが出来るように努める。

　　　　　　　

１

　　　　　　　　

・

　　

．▼

　

′′

　　　　　

ｉ

　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

言葉での意思表示が困難な方はおられる
（９） ○思いや意向の把握

　

－人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 太入の音南キＲ々の牛活の中で押握ーこ響

　

が 丑 雪翌姿善三テヤ－
－壱表弱さ怒るぼ１１里

　　

に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し 笛そぷ者も門本源の消耗高通勤にこなうて
脚
し簿記

　

墓春の鷹重電装相塾生７；貴蟹≠糖睡撃白も冬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事もあり‐ケアの共有を行うｏケース会議で ざ夕食
批署ふへ辱 陶器若 妻ｏ望選ぼ緬おふ化

　

ている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の情報の周知、検討を行っている。

　　　　

対応しており、職員間で情報は共有してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。

２４ ０これまでの替らしの把旋

盤器翻暴鱈鴻鮒話塾腐熟驚雛蓄
努めている

グルー ホームかた

　

はら

　

３

喜 脅

　　　　　

項

　

目 次のステップに向けて期待したい内容

４月Ｏ



自
己
死

外
部

　　　　

項

　　

目

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方～心身状態～有する

ノＪ；の現状のｉし；；」努めている

　　　　　　

自己評価

　　　　　　

実践状況

ケア会議や毎月のモニタリングアセスメン
ト、日々の記録や申し送りで現状把握に努
めている。

　　　　　　　

外智…ず価

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

２６ （１０）Ｃ７

　

ム ぐノくるノ”鵬計画とてニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について 本人、家族 必要な関係者と話し合い～
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している 課題についての話し合いの実施。話し合い

で出た課題や解決に向けた取り組みやサー
ビス提供」ｉｉ凹書に反映している。

／

　

人′ノｒン

　　　

１

　

１小樽月 冗 隠し

　

、）Ｗｏ

　

」－
タリングも毎月おこなっている。ケアプラン評
価表を基に一６か月ごとおよび必要時にサー
ビス担当者会議（家族’利用者、計画作成
者一介護士、看護師）をおこなっている。毎日
夕方には「振り返りの時間」を持ち、理念に
沿った介護がおこなわれているか検討し、介
護の統一を図っている。困難事例は、ひもと
きシートやプロセスレコードを活用して検討し
ている。

２７ ０１凹がｉの記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個

　　

．余尋に記入し、職員間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直しに活かしている

毎日の業務日誌～記録サマリー入力、申し
送りでの伝達による情報共有。介護計画へ
の反映に活かせている。

２８ ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して一既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要に応じて、往診・訪問歯科・訪問マッ
サージ・訪問ヘアカットのサービスを受け入
れている。

２９ ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

社会情勢により活かせていない。手元に現
金を持っている入居者で希望された時は職
員体制により消耗品などの買い物の同行も
行っている。

３０ （１１ ○かかりつけ医の受診支援
受診は～本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

かかりつけ医受診や往診時に必要な情報を
主治医や家族に伝えており、適切な医療を
受けられるよう努めている。

利用者（家族）の希望で、在宅時のかかりつ
け医を継続している方が多い。希望されれ
ば一協力医療機関の款，‐ ふき受けること
は可能である。基本的には家族の付き添い
で通院され、往診も受けられるが～状況に
よって職員の介助で受診されることもある。

　

－－▲′℃ムーだｉ供直幸※所からおこなって
いる。歯科も協力医療機関で往診が可能で
あり、訪問マッサージを受けている方もおら
れる。

項

　　

目 、内容
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外
部

　　　　

項

　　

目

○看護職との協働
介護職は～日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の三日脚靴で言力－。」侶奴山等に伝え
て相談し、個々の利用喜ん÷適切な受診や看護を
受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又 できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている一

　　　　　

自己計価

　　　　　　

実践状況

看護師とのオンコール体制あり。看護師勤
務の際にも連携を図り、家族協力のもと定
期的に受診対応実施。個別契約で往診契
約されている利用者もおり一必要時には往
診医ー－十日談・指示を仰いでいる。

入院後の様子確認や退院に向けた準備等
病院と情報交換・相談を行っている。

　　　　　　　

外叢｝。，，四

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

３３ （１２）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い～事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し～
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

充分と言えない。生前意思確認書にてご意
向をご家族、職員とで共有し、少しづつでは
あるが終末期に向けた方針を家族様と話を
詰めている。

入院された方が終末期を迎えられ、利用者
（家族）がグループホームでの看取りを希望
されれば受け入れている。退院カンファレン
スに参加し、医師や家族と話し合ってホーム
でできる事を話している。看取りの勉強は、
職員が自発的にＹｏｕＴｕｂｅなどを使って互い
に学び合い、穏やかな最期を迎えるための
支援をおこなった。これまで３名の看取りを経
験し 経験をもとに「看取り介護指針」を作成
した。積極的に看取りの体制を整え一看護師
の配置もおこなっている。

３４ ０急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて一全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い 実践力を身に付けている

急変時や事故発生時のマニュアルや職員
間で共有はしているが、訓練については定
期的に行えていない事故対応時のフロー
チャートを掲示している。

３５ （ｉ３）○災害対策
火災や地震 水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに‐地域との協力体制を築いている 夜間・昼間の避難訓練は実施しているが、

地域との協力体制については現状出来てい
ない。

年２回消防署の指導下で、地震から火災が
おきるという昼夜想定の避難訓練を実施して
いる。避難時、階段を使用することが想定さ
れるため、避難用マットレスを購入し災害に
備えている。お誘いはしているが消防訓練に
地域の方の参加はなく、地域性もあり難し
い。これからの検討ヤニ、ある。災害時の職
員連絡網は作成している。

ム
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部

　　　　　　　　　　　

項

　　

目

ンコール体制あり。看護師勤
携を図り、家族協力のもと定
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○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない三葉かけや対応をしている

３７ ○利用者の希望の表出や自己決定の文援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり～自
己決定できるように働きかけている

着衣の洗濯や食事献立等、本人の希望を
確認し取り入れたり、自己決定を促してい
る。

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

３９ ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

着る服を選んでもらったり、身だしなみが整
えられる鏡台が各部屋にある。自身で化粧
水をつけたりされている方もおられる。

４ｏｌ（１５）○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事～片付けをしている

　　　　　　　　　　　　　　　　

夕食 はクックチルを使用しご飯とみそ汁は

　　　　　　　　　　　　　　　　

作っている。朝食と昼食は職員の手料理であ

　　　　　　　　　　　　　　　　

る。利用者はお米を研いだり‐味付けを担当

　　　　　　　　　　　　　　　　

するだけでなく、和え物やだし巻き卵なども作

出来る方には調理時や片付けを一緒にした られる。下膳やテーブル拭き、食器洗いもさ

り、必要に応じて別食対応もしている。季節

　

れる。茶碗や湯呑など食器は自前でお気に

イベント食や誕生日には本人様の希望も確

　

入りを準備している。誕生日にはリクエストに

認し提供している。

　　　　　　　　　　　

応え、エビフライやてんぷら、お好み焼きなど

　　　　　　　　　　　　　　　　

提供している。おやつも手作りケーキ、ホット

　　　　　　　　　　　　　　　　

ケーキなど提供している。お正月 の朝には餅

　　　　　　　　　　　　　　　　

の代わりにせんべい餅を使ってお雑煮を楽し

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ん で い る。
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目
自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

４１
食べる量や栄養バランス～水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

月「回の体重測疋夫血。毎日の食事摂取
量・水分摂取量の把握を行っている。必要
時は法人栄養士と連絡が取れる体制になっ
ている。

　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

４２ ０口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう～毎食後、－
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

毎食後の口腔ケアは全員は実施できていな
い。個々の習慣で朝・夕は口腔ケアを実施
している。必要な方には促しや見守りを実施
している。必要な方へ≦」箇薗；－；－ー▲－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｙ【▼′Ｕ′ｍ…

　

．」
も行っている。

４３ （１６）Ｃ“ｒ′ヒの自立支援
排池の失敗やおむつの使用を減らし‐一人ひとり
の力や排池のパターン‐習慣を活かして、トイレで
の排池や排池の自立にむけた支援を行っている 排池表の活用により排池パターンの把握に

努め、必要に応じて夜間の排池の声かけを
行っている。

布パンツや失禁パンツの方も少数おられる
が、本人の希望もありリハビリパンツ、パット
の方は多い。排池表によりタイミングをみて
声がけをしており、トイレに行くことが習慣化
し～パットを外せた事例がある。ポータブルト
イレを使用される方は医療的な確認が必要
な方のみで、ほとんどの方が夜間も自分でト
イレに行かれ 必要な方のみ誘導している。

４４ ０便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

排池表による排便日の確認を行なってい
る。必要に応じて主治医や家族と相談し、服
薬の調整を行っている。体操の実施。看護
師｛－トが ；間馴育み訳４↑７ノている。

４５ （１７）０入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに‐個々にそった支援をしている

清潔保持表を活用し入浴日が確認できる。
出来る限り本人の希望に沿った支援を行っ
ている。で入浴に関する拒否などの傾向も
理解し、統一した対応をしている。

週２回の入浴を基本としているが、３回入られ
る方もいる。同性介助の希望には対応してい
る。脱衣室、浴室共に暖房が入り暖かい。浴
槽は横の台を外すことで、左右に移動可能で
ありどちらからでも入りやすくなっている。手
すりも可動式でつり上げ式のリフトが備えつ
けられ、重度になっても浴槽につかることが
できる。職員は湯温に気を配り、次の動作に
は１つ１つ声をかけ介助をしている。入浴剤の
他‐ゅず湯、しょうぶミ湯の季節湯を用意して
いる。足浴の時にはリンゴ湯も楽しんでい
る。



目 外
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目
自己評価 外音階半価

４６

部
○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり 安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

日中も適宜、休息も出来る環境に整えて、
室内温度・湿度の調整や換気の実施、照明
などの工夫をしている。居室内の整理や定
期的な掃除も実施。馴染みのある物品を持
参していただき使用して持っている。

　　　　　　

実践状況

　

次のステップに向けて期待したい内容

４７ ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
大の変化の確認に努めている

薬情報は必要時に確認が出来るようにして
いる。服薬後の様子や症状変化については
確認を行ない、経過の記録を行っている。
必要時に主治医と連絡相談、薬内容の調整
を行っている。

４８ ○役割、楽しみごとの文援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように～－
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、晴好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

掃除・配膳準備・調理・洗濯物たたみ等をし
てもらう事で役割を持ってもらっている。また
噌好品等の制限もしていない。職員管理し
ている分は適宜提供している。

４９ （１８）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

即日に対応は行えていない時もあるが、希
望があれば、調整を行い、可能な限り希望
に添えるようには努めている。社会情勢の
加減で昨年以上に外出回数が減っている
が、職員とコンビニやドライブに行っている。

コロナ流行前は毎日のように散歩やコンビニ
エンスストアに買い物に行っていた。コロナ禍
で長距離の散歩や外出ができず 事業所の
前にある小さな公園に散歩に行く、初詣に近
くの神社に行くなどに限られている。新聞を
購読されている方は下のフロアまで取りに行
かれている。ドライブで桜見物はおこなって
いる。

５０ ０お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

本人管理、施設管理～家族管理等、個々に
より金銭管理状況は異なるが、希望に応じ
て相談・対応を行っている。

５１ ０毛罰１Ｌエムザ 支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

自ら携帯電話で連絡されたり、希望があれ
ば切手を購入しに行く 投函する等の支援
を実施している。
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自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

５２ （１９）０居心地のよい共ｍ工商Ｊくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所 食堂Ｊ谷
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ね〈ような刺激（音、光～色～広さ 温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

毎日のフロアー清掃実施。季節に応じて フ
ロアーの飾りっけを変更するなどの工夫を
している。室温・湿度・換気・照明に配慮して
いる。希望に添った座席をできるだけ提供し
ている。

リビングは過度な装飾はせず、自宅のように
落ち着いた雰囲気を持っている。玄関にはお
雛様、フロアには桜の花の壁面飾りや手作り
のカレンダーが飾られている。フロアごとに
テーブルの形 椅子の色を替えて変化を持
たせている。あえて廊下に手すりはつけてい
ないため～ところどころにソファや椅子を置い
て手すり代わりに活用している。フロアは職
員が毎日掃除し、美しく保たれている。エアコ
ンにはシーリングファンがつけられ、入居者
に直接風が当たらないよう配慮されている。
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５３ ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
エ夫をしている

テーブル席だけではなく、ソファーやカウン
タ

　

席寺 二直し居場所づくりをしている。
落ち着いて過ごしてもらえるように空間設定
している。

５４ （２０）○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は～本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

ご自宅で使い慣れた物をや～本人の好みの
物を持参していただいている。居心地よく過
ごせるように居室内環境やレイアウト工夫し
を整えている。和室‘洋室がある。

居室には洗面台とエアコン、カーテン、ベッド
が備え付けられている。刃物とペットの持ち
込みは禁止している。各「ーツトに畳の部屋
が２つあり、利用者の希望でベッドを入れて
使用している方がおられる。リネンはレンタル
だが、毛布など自分のものを持ち込むことが
できる。テレビや冷蔵庫一加湿器、扇風機な
ども持参して使用されている。かわいがって
いた大の位牌を持ってきておられる方もい
る。

５５ ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

車椅子で移動される方の安全な導線を確保
し 必要に応じ共有スペースや居室内のレ
イアウトの変更を行い自立した生活が送れ
るように工夫している。
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